
    

子どもを笑顔で迎える地域の絆 
大津交通安全協会下阪本支部編 

2019 年 5 月 8日、大津市大萱六丁目の交差点で車 2台がぶつかり、うち 1台が保育園児の列に突っ込

みました。このような痛ましい交通事故が、日本のどこかで毎年起こっています。 

ちなみに、滋賀県では歩行者の交通事故の犠牲者(令和 4 年度)は

302 人で、その内、亡くなられた方は 13人でした。ところで、大津

市内での交通事故発生状況(令和 4年 12月末)を調べてみますと、交

通事故発生件数が 605 件で、その犠牲者は 758 人にも及んでいま

す。一方、昨年度下阪本学区での交通事故発生件数は 18件でした。 

・協会本部の事業計画及び地域の事業を通じて交通安全の意識向上活動 

・春、秋の交通安全運動期間中の交通立ち番及び啓発活動 

・子ども及び高齢者の交通事故防止に向けた安全啓発活動 

・毎朝、10 数カ所で登校時子どもの見守り活動を実施 

(子ども安全リーダーや地域の見守りボランティアと協力して。1・15 日は交通安全協会の統一行動日) 

・啓発関係品(飛び出し坊や、交通安全旗、啓発品等)を提供 

・小学校新入生並びに幼稚園児を対象に交通安全教室や防犯教室を実施(子ども安全リーダーと協力して) 

・通学路の危険箇所を点検し、関係機関に改善要望を提出。そして実態説明と交渉を行う。 

 

歩行者事故の多くは、飛び出しや車両の横断が原因していると言われています。登下校の子どもたちの

安全を確保するために、毎日交通量の多い交差点や通学路に立って、子どもの見守り活動や声かけ運動に

多くの方々が携わっておられます。大津交通安全協会下阪本支部をはじめ、「子ども安全リーダー」、「おう

み通学路交通アドバイザー」の方や有志の方々であります。下阪本支部長の北村善博氏は、「子どもや高齢

者をはじめ、歩行者を見れば、徐行や一時停止など、運転手が気に止めてほしい」、「どの子も元気で楽し

い学校生活を送ってほしい」と、目を輝かせて話して下さいました。 

下阪本支部は、大津市交通安全協会各支部と協調・連携しながら、交通安全啓発活動並びに子ど

もや高齢者の安全を見守る活動を行っています。具体的には、次のような活動を実施しています。 

・下阪本学区は南北に細長く、急激な開発

に伴い朝夕の交通量が多く、通学時は危険

がいっぱいです。 

・下阪本支部では、朝の登校時に子どもた

ちの見守り活動に協力していただける方を

募集しています。 

・ご都合のよい日に、朝 7時 30 分～8 時の

20 分前後、基本は自宅の近くで見守り活動

をお願いします。 

《週 1 回、もしくは月 1 回でも結構です。

元気な子どもたちと朝のあいさつを交わし

てみませんか》 

「おうみ通学路交通アドバイザー」の依田さんは、毎日のよう

に交通量の多い下阪本三丁目の交差点に立って、献身的に子

どもの見守り活動や声かけ運動を実施していただいておりま

す。いつも大きな声で、「おはようございます」「行ってらっし

ゃい」と、下阪本の名物おじいさんであります。しかしながら、

依田さんも 80 歳を超えられ、それを毎日続けていくことに限

界を感じておられます。下阪本の誰か、子どもたちのために立

ち上がっていただけませんか。ちなみに、「おうみ通学路交通

アドバイザー」とは、通学中の子どもを交通事故から守り、安

全な通学路を確保するため、保護誘導活動や通学路の点検活

動等を実施します。 

ボランティアを募集しています！！ 

見守りボランティア 【至急！】 おうみ通学路交通アドバイザー 

お問い合わせは、交通安全協会下阪本支部長 北村善博(578-6529)まで 

〈坂本城遺跡〉 

〈穴太遺跡〉 

〈比叡辻遺跡〉 


